
 

令和４年度 第３回 浜名小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和５年２月21日（火）13時40分から15時40分まで 

２ 開 催 場 所  浜名小学校 多目的室 

３ 出 席 委 員  加藤 弘明、内山 益巳、竹内 佐織、野末 将平、 

松島 一博、山下 哲彦、鈴木 智也、町田 幹子 

４ 欠 席 委 員  平野 岳子、内山 真也 

５ オブザーバー 竹内 富一（相談役）、中道 三枝子（相談役）、 

金子 真也（PTA副会長）、井田 正人（浜名協働センター） 

６ 学校支援コーディネーター 小松 昌代、鈴木 仁子 

７ 学校     山田 順子（校長）、鈴木 睦二（教頭）、高畠 美保（主幹教諭）、 

柴田 素女枝（ＣＳディレクター） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 協 議 事 項  

（１） 本年度の学校経営について 

（２） 来年度の経営方針について 

（３） 学校運営協議会の反省 

10 会議録作成者 ＣＳディレクター 柴田 素女枝 

11 会 議 記 録 

司会の教頭から、会長の加藤委員を議長に推挙する発言があり、全員異議なくこれを

承認した。 

議長から、委員総数10人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議

が成立している旨の報告があった。 

 

（１）  本年度の学校経営について 

    議長の指示により、高畠主幹教諭から別紙資料P１～６に基づき本年度の学校経

営について説明があり、委員からは、以下の発言があった。 

・  アンケートのＤと答えている人が同じ人と考えられるが、何かしらのケアはし

たのか。私たちで出来ることがあれば手伝う。（内山益委員） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（２）  来年度の経営方針について 

     議長の指示により、山田校長から別紙資料P７～12に基づき来年度の経営方針に

ついて説明があり、委員から以下の発言があった。 

・  経営方針を地域の人にも広めてもいいのか。（竹内佐委員） 

・ 「心理的安全」を完璧にやろうとすると難しくなるので、出来ることからやっ

ていくべき。意識してやっていけばいいと思う。伝えて、聞いてあげられる環境

に浜名小ならできる。（松島委員） 



・ ３年たって会議の趣旨や内容がやっとわかってきた。小学生には自分の好きな事

を見つけてほしい。この活動にかかわれてうれしい、がんばる。（野末委員） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（３）  学校運営協議会の反省 

      議長の指示により、鈴木教頭から別紙資料P13～P26に基づき本年度の学校運営 

協議会の活動について説明があり、委員からは、別紙評価用紙に基づき以下の発

言があった。 

・ １年では理解し熟議するまではいかなかった。行動するまでは難しかった。朝

の旗振りの時、子供たちのあいさつはすごく元気でさわやかにできている。 

（山下委員） 

・ 山下委員は行動ができていなかったというが、旗振りをしているだけで十分で

きている。（中道相談役） 

・ 基本方針はよく理解できた。（町田委員） 

・ 「資する」、「熟議」という言葉が難しすぎる。何かやったかを問うているので

はなく、ただ理解できたかどうかの問いであるなら、３つの部会に分かれて取り

組み熟議できた。ただ１点、その活動をもっと保護者に広めていく工夫が必要。 

（内山益委員） 

・ 商店街でも協力して地域の人に広めていきたい。（竹内委員） 

・ さくら連絡網でしか活動を目にしていない。（金子副会長） 

・ ボランティア募集のCSだよりは浜名協働センターに置いてもらった。 

（町田委員） 

・ 質問の内容が分かりにくい。もう少し具体的にわかりやすく変えてほしい。 

（松島委員） 

・ コロナ禍の中３人のコーディネーターが大変活躍してくれた。感謝したい。 

（内山益委員） 

・ 今年はボランティア募集など「さくら連絡網」を使うことができた。しかし、

さくら連絡網は、教頭しか操作することができないので、先生の仕事を増やして

いる。また、日程変更などの細かい連絡がしにくいし、何度も使っていると連絡

網の回数が多いというクレームもあった。先生の手を煩わさず、ボランティアと

連絡する手段が欲しい。自分の子の学年であっても保護者の無関心が問題。決ま

った方が何回も参加している。ポイント制など、一人一回は参加するように工夫

が必要。（鈴木コーディネーター） 

・ PTAの方に伝わっていない。来年度からPTAの体制も変わる。（金子副会長） 

・ 地域の方のボランティア活動はしっかりできている。来年度の新しい委員にボ

ランティア活動の方も加わるので、それぞれの活動の横のつながりを広めていき

たい。保護者の関心の低さが問題。（町田委員） 

・ PTA役員の負担を減らすように来年度組織がかわるが、ボランティアの負担も

減らすと勘違いしているのかも。               （PTA副会長） 



・ PTAの生活指導委員会で旗振りをするときに現在は何も着ていない状態なので、

安パトをやめられた方などの古い安パトのベストがあればPTAに欲しい。 

（PTA副会長） 

・ １階の廊下などはまだLED化されていないようだが、一般企業にもLED化の補

助が出ているぐらいなので、ぜひその点強く働きかけてほしい。（竹内委員） 

・ 地元の銀行も学校に来て講話を開くことができると言っているので、ぜひ活用

してほしい。（竹内委員） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

  

その他報告事項等 


